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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日

本工業規格である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS R 1672 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定）校正用の純物質及び標準物質 

附属書 2（規定）比熱容量の参照データ 

附属書 3（規定）等温ベースラインの不一致を考慮した解析方法 

附属書 4（規定）試料容器質量の補正方法 
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長繊維強化セラミックス複合材料の 
示差走査熱量法による比熱容量測定方法 

Determination of specific heat of fiber-reinforced ceramics composite 
by differential scanning calorimetry methods 

 
1. 適用範囲 この規格は，セラミックス長繊維及びセラミックス母材によって構成される長繊維強化セ

ラミックス複合材料の比熱容量を，示差走査熱量法によって室温から 1 273 K（1 000 ℃）まで測定する方

法について規定する。ただし，測定機器は入力補償 DSC，熱流束 DSC のいずれかの示査走査熱量計を対

象とし，定速昇温の連続加熱法による測定を規定する。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0129 熱分析通則 

JIS K 7121 プラスチックの転移温度測定方法 

JIS R 1600 ファインセラミックス関連用語 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS K 0129，JIS R 1600 によるほか，次による。 

a) DSC 示差走査熱量法（differential scanning calorimetry）又は示差走査熱量計（differential scanning 

calorimeter）。JIS K 0129 の 3. c) 及び o) を参照。 

b) DSC 信号 DSC で直接測定される信号で，熱流束 DSC では熱起電力差又は熱入力差，入力補償 DSC

では補償エネルギー差又は熱入力差。 

c) DSC 曲線 所定の温度制御に従って得られた DSC 信号の時間又は温度に対する変化。 

d) 熱入力差 DSC の試料容器側と参照容器側とに流入する単位時間当たりの熱エネルギーの差。ただし

入力補償 DSC では等価な単位時間当たりの補償エネルギーの差。 

e) 連続加熱法 試料を定速昇温で連続的に加熱し DSC 信号を得る方法。 

f) 3 ステップ温度制御 初段の等温制御，中段の定速昇温制御，終段の等温制御からなる連続加熱法に

用いる温度制御。 

g) 昇温速度（b） 3 ステップ温度制御の中段の定速昇温における単位時間当たりの昇温の割合。 

h) 等温ベースライン 初段又は終段の等温制御下の定常状態で得られる DSC 曲線。 

i) 仮想ベースライン 中段の定速昇温制御で得られる DSC 信号のゼロ点を与える仮想的ベースライン。 

j) 試験試料片 セラミックス複合材料から切り出された，DSC の比熱容量測定のための試料片。 

k) 参照試料片 DSC の比熱容量測定で用いる参照用の試料片。 

l) 比熱容量（Cp） 定圧比熱容量のこと。単位質量当たりの物質・材料の温度を，定圧下で 1 K 上昇さ
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